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水星大気中に含まれるナトリウムの散乱光の発見以来様々な観測が行われてきた。Potter et al. (1999)はイ

メージスライサを用いて２次元の分光撮像を行い、高緯度での濃集、密度の日変化を捉えている。ナトリウムは熱・

光脱離、イオンスパッタリング、微笑隕石衝突による蒸発などで地表から放出されると考えられているが、観測さ

れた現象を説明できる様な放出のメカニズムは依然不明のままである。 

我々は 2005 年 3 月にハワイ・ハレアカラ観測所にてファブリペロー干渉計を用いた水星ナトリウム大気光の観

測を行った。本発表ではこの観測結果から導き出される水星大気形成過程について論じる。 


